





































て発行されていた「晨報」という名称を冠した、『晨鐘報』（1916年 8月 5日～1918年 9月
24日刊行）、『晨報』（1918年 12 月 1日～1928 年 6月 5日刊行）、『新晨報』（（1928年 8月 5










そ 120紙しかなかった。しかし 1912 年辛亥革命により中華民国が成立すると、多くの新聞
が政治団体の機関紙として創刊された。民国元年（1912年）末においては北京で 41紙、天
津で 35紙、上海で 21 紙が刊行され、全国において 500紙あまりに達し、中国新聞発展にお
ける一つの転機だと言われている。また発行部数に於いても同様で、1918 年北京の新聞の
発行部数はせいぜい 1 紙あたり千部前後であったが、1930 年には 1 紙あたりで 4 万部を超
えた新聞まで現れたのである。 


















国新聞史を概観すると、まず、北京政府時代（1912～1928 年）において 1914 年 4月「報紙
条例」（新聞条例）が公布され、保証金制度が確立された 。1916年には「報紙条例」が廃止

























































『晨鐘報』（1916 年 8月 5日～1918年 9月 24日刊行） 
『晨報』（1918年 12 月 1日～1928年 6月 5日刊行） 
『新晨報』（1928 年 8月 5日～1930年 9月 24日刊行） 










































































第一章 機関紙『晨鐘報』から商業紙『晨報』へ (1916年 6月～1920年前後)  
第一節 「研究系」の機関紙―『晨鐘報』 
一．『晨鐘報』創刊前―「研究系」人物関係




















第三章 『新晨報』と『晨報』のその後（1928年 6月～1930年 9月） 
第一節 北平の新聞政策の変化と『新晨報』創刊 
一．『新晨報』創刊時の北平における新聞政策
   二．『新晨報』の創刊とその性格
 第二節 『新晨報』における政治傾向の変化―蒋介石支持から反対へ― 
   一．1928 年 6月から 1930 年 9月の政治背景
   二．1928 年 6月から 1930 年 9月の『新晨報』内容の変化
 第三節 旧『晨報』メンバーの行方と『東三省民報』
   一．陳博生赴任以前の『東三省民報』
   二．『晨報』との繋がり
   三．陳博生時代の『東三省民報』の終焉
第四章 『北平晨報』時期と「晨報系」新聞の終焉（1930年 12月～1937年 10月）
 第一節 『北平晨報』の創刊とその特徴
   一．『新晨報』の接収と『北平晨報』の創刊
   二．『北平晨報』編集グループの特徴
   三．新聞界における『北平晨報』 
第二節 『北平晨報』の性格と北京政局の変化
   一．「統一国家」を基礎とする論調
   二．北平市との連帯性
   三．改組前の『北平晨報』
 第三節 1936 年 3月以後の『北平晨報』とその終焉
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   一．1936 年 3月 18 日田雨時体制の『北平晨報』
   二．1937 年１月 1日羅隆基体制の『北平晨報』 

















































































長が交代され、同年 10月 15日『北平晨報』が廃刊され、1916 年から存在し続けてきた「晨
報系」新聞は、1937 年から長く続く戦争の中で遂に復刊することは果たせなかった。 


